
東京交通新聞（平成 20年）12月 8日（月曜日） 
＜東京で移動支援フォーラム＞ 
「だれでも自由に移動できる社会へ」をテーマに先月 29日、移動支援フォーラム 2008 

が東京・文京区アカデミー茗台学習室で開催された＝写真。 
全国移動ネット、移動支援フォーラム、東京都自閉症協会などが共催。今福義明氏（DPI 
日本会議）らが「文京区まちあるきバリアトーク」を行い、バリアフリーのための条例 
制定などを提起した。 
前田邦博文京区議らが交通バリアフリー基本構想と自治体の取り組みを報告。「曲がり角 
の福祉有償運送と運転ボランティア」についてパネル討論が行われ、秋山哲男首都大学 
東京教授がコメントした。パネリストは柿久保浩次（関西 STS）、杉本依子（全国移動 
ネット）、藤井亘（生活サポートセンターこっとん）、竹田保（ホップ障害者地域生活支援 
センター）、小林幸治（市民がつくる政策調査会）の各氏。 
 
 
 
 
 
 
 
 




